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2021 年５月 24 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 自 律 制 御 シ ス テ ム 研 究 所 

代表者名 代表取締役社長兼最高執行責任者（ＣＯＯ） 

 鷲谷 聡之 

 （コード番号： 6 2 3 2  東証マザーズ） 

問合せ先 取締役最高財務責任者（ＣＦＯ）早川 研介 

 （TEL. 03-6456-0931） 

 

決算期（事業年度の末日）の変更及び 

決算期変更に伴う業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2021 年５月 24 日開催の取締役会において、2021 年６月 24 日開催予定の第９回定時

株主総会で定款の一部変更が承認されることを条件として、決算期（事業年度の末日）の変更を

行うことを決議いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 また、決算期の変更に伴い、2021 年５月 12 日付「2021 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連

結）」で公表の業績予想につきまして 12 ヶ月決算をベースとした業績予想から、2022 年１月１

日から 2022 年３月 31 日の３ヶ月間の業績予想を差し引いた、９ヶ月間の通期業績予想数値へ

修正することといたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 なお、決算期変更に伴う定款の一部変更に関しましては、本日開示しております「定款の一部

変更に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

記 

 

1. 決算期（事業年度の末日）変更の理由 

当社はいずれの案件においても検収基準（案件終了時）で売上を認識しております。主

に大企業向け又は官公庁が関連するプロジェクトにおいて、顧客企業の予算消化サイクル

と連動していること、及び大型契約案件の検収が年度末に集中するため、売上高が当社事

業年度（４月１日から翌年３月 31 日）の第４四半期(１月１日から３月 31 日）に偏重す

る傾向となっておりました。 

これらの状況は、株主及び投資家の皆様においては、当社の四半期における業績が通期

業績の分析には十分な情報とならない可能性があると認識しております。このため、当社

業績の透明性の向上を図ることを目的に事業年度を毎年１⽉１日から 12 月 31⽇までに変

更いたします。 

 

2. 変更の内容 

現  在：毎年３月 31 日 

変更後：毎年 12 月 31 日 

決算期変更の経過期間となる第 10 期は、2021 年４月１日から 2021 年 12 月 31日までの９

ヶ月決算となる予定です。 

 

3. 業績予想の修正 

 2021 年６月 24 日開催の第９期定時株主総会において定款の一部変更（決算期の変更）

が承認されることを条件に、決算期変更の経過期間となる第 10 期は、2021 年４月 1 日か
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ら 2021 年 12 月 31 日までの９ヶ月の変則決算となります。そのため、2021 年５月 12 日付

「2021 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表の 12 ヶ月決算をベースとした業績

予想から、検収が集中し売上高が大きく偏重する 2022 年１月１日から 2022 年３月 31 日

の３ヶ月間の業績予想を差し引いた、下記の９ヶ月間の通期業績予想数値へ修正をいたし

ます。 

  

2021 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正（2021 年４月１日～2021 年 12 月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株あたり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2022 年３月期） 

百万円 

2,500 

～3,000 

百万円 

△700 

～△300 

百万円 

△680 

～△280 

百万円 

△685 

～△285 

円 銭 

△62.85 

～△26.15 

今回発表予想（Ｂ） 

（2021 年 12 月期） 
350 △1,000 △1,000 △1,000 △91.75 

（ご参考） 

2022 年１月から３月

までの業績予想 

（Ａ－Ｂ） 

2,150 

～2,650 

300 

～700 

320 

～720 

315 

～715 
‐ 

 

以 上 

 


